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  事業概要 

１．事業概要 
 
 
 （１）事業目的 
 
   バティカロア市の公衆衛生の向上、周辺水域の環境保全を目的として、 
 
  市保有の汚水処理施設の機能改善、維持管理方法の指導を行う。 
 
 
 （２）事業内容 
 
   ・施設の現況把握 
 
   ・機能改善の設計 
 
   ・施設の改良 
 
   ・維持管理指導マニュアルの作成 
 



  現地概要 



  処理施設位置 



  処理施設航空写真 

Google Earth 



  施設概要 

処理施設平断面図 



  施設(施工前) 



  改良の流れ 







  バイオ製剤 投入・散布方法 

バイオ製剤をアミ袋に入れる 
 

アミ袋ヒモを木杭にくくりつけ固定 
 

バイオ製剤投入 
 

バイオ製剤を現場の水で溶かす 
  

 

なるべく水面近くで粉体が飛び散らないように散布する 
 



  受入槽（現状） 
① １系の受入槽の汚泥堆積状況からすると浚渫が必要であると判断した。 
 
② 受入槽と反応槽の水位関係からすると連通管が閉塞していると判断した。 
 
③ 既設連通管の立上部は不要であると判断した。それは、現状の汚泥受入量が少なく 
 水槽滞留時間が長いと判断し、単に汚水を受入れる水槽とすることにする。 
 
④バイオ製剤を散布する状況ではなかったが、有る程度の浚渫完了後に散布が可能であると判断。 
 



  受入槽（作業内容と結果） 
① １系受入槽と反応槽の連通管上部に汚水を流すための水路を作ることにした。 
  →浚渫可能な所まで水位が低下。 
  →既設管が見えてきた。 
 
② 管の閉塞を解消するための指示をおこなった。 
  →バキューム車の圧力水で閉塞を解消した。 
 
③ 管を切断する。 
  →反応槽へのながれができた。 
  上部にある水路にバイパス管を敷設するよう指示を行う。 
  （既設管閉塞した場合に使用） 
  →今後の作業となる。 
 
④ 当初予定の半分を散布した。 
 状況を見て今後他水槽と同様に散布するように指示を行った。 
 



  反応槽（現状） 
① 藻類が繁殖している。処理がうまくいっていない状況である。 
 
② 反応槽からの流出管の立上部は不要であると判断した。 
 
③ 水槽内に草が多い。草に浮遊物がからみ堆積していくことが考えられる。 
 



  反応槽（作業内容と結果） 
① バイオ製剤を散布した。 
  →今後の状況を確認する必要がある。 
 
② 管切断する。 
  その配管にT字管を取付ることを指示した。 
 
③ 除草作業を行った。 
  →水槽の形状がはっきりわかるようになった。 
 

除草作業 
 



  処理水槽（現状） 
① 藻類が繁殖している。処理がうまくいっていない状況である。 
 
② 流出管の立上部は不要であると判断した。 
 



  処理水槽（作業内容と結果） 
① バイオ製剤を散布した。 
  →今後の状況を確認する必要がある。 
 
② 管切断する。 
  その配管にT字管を取付ることを指示した。 
 



  現地での指導 

指導風景 
 

会議風景 
 



  運営管理マニュアルの作成 



  処理施設 ～その後～ 

バイオ製剤投入前 
2012.04.24撮影 

バイオ製剤投入後 
2012.11.04撮影 
 

以前 以後 





http://www.ace-camp.co.jp 


